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地
域
懇
談
会
で
い
ろ
い
ろ
な
方

面
か
ら
庭
先
集
荷
、
あ
る
い
は
買

い
物
難
民
等
の
要
望
が
あ
り
、
町

全
般
に
広
め
る
た
め
の
予
算
。

　
産
業
振
興
推
進
総
合
事
業
の
加

工
施
設
は
ど
こ
が
経
営
す
る
の
か
、

そ
の
経
営
母
体
に
経
営
資
金
や
経

営
能
力
は
あ
る
の
か
。

　
今
の
段
階
で
は
町
が
補
助
を
し

て
法
人
化
す
る
ま
で
は
特
産
協
が

経
営
す
る
予
定
。

　
学
校
管
理
費
の
中
で
大
方
中
学

校
に
空
調
設
備
の
整
備
２
千
万
円

と
あ
る
が
、
全
教
室
や
る
の
か
。

　
普
通
教
室
、
図
書
館
、
音
楽
室
、

保
健
室
、
会
議
室
、
特
別
室
の
計

１４
教
室
を
計
画
し
て
い
る
。

　
奨
学
資
金
が
貸
与
さ
れ
る
基
準

は
学
校
法
人
だ
け
か
。

　
基
本
的
に
は
学
校
法
人
を
対
象

に
し
て
い
る
。
一
度
だ
け
公
務
員

学
院
等
で
の
話
が
あ
っ
た
が
対
象

外
と
し
た
経
過
が
あ
る
。
住
民
か

ら
学
校
法
人
以
外
の
貸
与
要
望
等

が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

　
今
当
初
予
算
を
組
ん
だ
段
階
で

国
保
会
計
に
は
ど
れ
く
ら
い
基
金

残
高
が
あ
る
の
か
、
歳
入
調
整
を

は
か
る
な
ら
、
早
い
時
期
に
施
策

方
針
を
出
し
て
ほ
し
い
。

　
２２
年
度
の
最
終
予
算
で
は
基
金

残
高
２
億
１
１
０
０
万
円
あ
っ
た

も
の
が
、
今
の
予
算
上
で
は
１
０

６
万
円
し
か
残
ら
な
い
。
歳
入
の

改
正
を
し
な
い
と
財
政
が
持
た
な

い
の
で
国
保
運
営
協
議
会
に
は
か

り
、
６
月
に
提
案
し
た
い
。

全国町村議会議長会表彰を

山 下 伊都子 議員が
　　　　　　受賞されました。

23年度議会事務局のメンバーです

　
人
権
対
策
総
務
費
で
人
権
啓
発

用
贈
答
品
４４
万
円
は
何
を
誰
に
贈

る
の
か
。

　
人
権
擁
護
委
員
と
各
学
校
に
行

き
、
人
権
尊
重
の
啓
発
活
動
の
話

し
合
い
や
物
品
と
し
て
球
根
の
鉢

セ
ッ
ト
を
贈
り
、
人
権
の
花
を
記

念
に
植
え
た
り
す
る
費
用
。

　
人
権
対
策
に
泊
ま
り
合
い
研
修

に
参
加
す
る
た
め
の
予
算
１
３
５

万
円
を
毎
年
組
ん
で
実
施
し
て
い

る
が
、
い
つ
ま
で
も
行
政
が
か
か

わ
る
の
で
は
な
く
、
自
立
を
求
め

る
こ
と
が
必
要
。
こ
う
し
た
施
策

が
問
題
を
温
存
し
助
長
し
て
い
く

結
果
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

　
泊
ま
り
合
い
研
修
の
中
身
は
今

ま
で
同
和
、
部
落
問
題
を
中
心
に

や
っ
て
き
た
が
、
事
業
の
見
直
し

の
観
点
か
ら
は
、
他
の
人
権
も
取

り
入
れ
な
が
ら
研
修
内
容
の
工
夫

も
検
討
し
て
み
た
い
。

　
農
業
振
興
費
の
委
託
料
、
地
域

の
物
流
・
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
支

援
事
業
８
９
５
万
円
と
は
。
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